
4. おわりに

本セッションでは，学会創立 100 周年に向け，各研究分野の
観測・計測とモデル化研究における現在位置と今後 20 年間で
取り組むべき課題を共有することを目的とした。総合討論では，

オーガナイザーの熊谷から各演者へ観測・計測やモデル化手

法の限界や今後取り組むべき課題が問われた。野村は，自身

の研究において，観測しにくいプロセスがあることが作物環境

応答のモデル化の足かせになっており，それを観測するための

工夫を考える必要があるとして，自身が知らない計測手法を有

する研究者とのコラボレーションや研究者ネットワークの構築が

重要であるとした。植山は，野外観測の研究者として，観測

データにおける気候変動影響を評価したい場合は，長期観測

を粘り強く継続することが重要であるとした。さらに，公開された

論文における解析結果は陳腐化する可能性があるが，観測

データ自体は陳腐化されないので，データを次世代に継承・共

有していくことの重要性を強調した。丸山は，モデル化手法は

AI 技術等の発達でこれから益々発展していく可能性があるが，
現場での観察やそこから得られるインスピレーションは AI 技術
では代替できず，研究者の重要な役割となると思われるので，

それらを大切にしたいとした。

最後に，司会を担当した熊谷の感想を述べたい。3 名の演者
の研究姿勢の共通する部分としては，興味がある事象に対して，

観測とプロセスモデルをうまく統合して，モデルを使って観測で

きていないプロセスを理解しようとしているところにあると感じた。

精密な観測技術とこれまでの知見に基づくプロセスモデルは，

農業気象学者の強みであり，その強みは日本農業気象学創立

100周年まで今後 20年間においても変わらないと予想する。今
後 20 年間で起こる気候や気象の変化，自然や農業生態系の
変化，国内農業の構造的変化，社会構造の変化，それらに伴う

研究課題の変化は誰にも予想できない。予想できない課題に

対応するためには，広範囲な研究分野をカバーする農業気象

学はその分野の多様性を保持しつつも，各分野の深化を進め

なければならないと思う。また，課題解決に向けた異分野共同

研究においては，農業気象学者は多くの分野の専門用語を理

解できるので，異分野間の潤滑油や橋渡しを担えるはずである。

総合討論の時間が限られており，今後 20 年間の課題を全体の
共有認識として十分にまとめるには至らなかったが，アンケート

の収集結果や各講演者の話題が，今後の農業気象学研究の

発展に何が必要かを議論するためのきっかけとなることを期待

したい。本セッションでは，アンケート調査結果からの一部を抽

出して，観測・計測とモデル化研究に焦点を当てた。その他のト

ピックスについて取り上げられなかったことについてはお詫び申

し上げたい。

５. 謝辞

この場を借りて，本企画についてご助言をいただきました平

野高司顧問（前会長）を始めとする学会理事の皆様，アンケート

協力者，参加者ならびに大会関係者に深く感謝いたします。
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1. はじめに

この度は，伝統ある日本農業気象学会学術賞を賜り，大変光

栄に存じます。ご推薦いただきました小林和彦先生，長谷川利

拡氏，学会賞選考委員ほか関係者の皆様には，心よりの感謝

を申し上げます。受賞の対象となりました研究は，私が 2020 年
まで所属しておりました農環研（農業環境技術研究所，農業環

境変動センター，農業環境研究部門と改名）において取り組ん

で参りました日本の水稲の温暖化影響の広域評価です。本研

究に取り組む機会を与えていただき，研究を推進するにあたり

ご指導ご鞭撻，叱咤激励いただきました農環研の皆様をはじめ

全ての方々に，先ずは厚く御礼申し上げます。

私の当学会との関りは，当時在学していた北海道大学農学

部の堀口郁夫先生の薦めで卒論の内容を全国大会（1993 年，
お茶の水女子大開催）で発表させていただいたことが始まりで

した。この時のテーマは，衛星データを利用した土地利用と地

表面温度に関する研究でした。当時まともにコンピュータに触っ

たことも無かった私が何とか取りまとめられたのは，農業物理学

講座で同じテーマに取り組んでおられた井上聡氏（現東北農研）

より衛星データを解析するためのプログラミングの基礎をゼロか

ら教えていただいたお陰であります。これで大容量データ処理

のノウハウが得られたことがその後の一連の研究の出発点となり，

30 年を経て今回受賞の対象となった研究に繋がったものと確
信しております。

農業気候資源量と水稲ポテンシャル収量予測

農環研へ採用後に配属された当時の気候資源研究室では，

後に室長となる鳥谷均氏と後藤慎吉氏がメンバーとして在籍し

ており，先任者である内嶋善兵衛氏や清野豁氏らによる農業気

候資源量（作物栽培可能地域を説明する有効積算温度や，気

候的潜在植生の生産力を表す純一次生産力）の空間分布特

性に関する研究が継続的に取り組まれておりました。折しも地

球温暖化問題が脚光を浴びており，予測される気候変動が農

業生産力に与える影響が重要な研究テーマとして認識されて

いる状況でした。大学院生時代にメッシュ気象値作成に取り組

んだ経験から（石郷岡ら，1998）空間データの扱いに慣れてい
たこともあり，比較的難なくこのテーマに馴染めたかと思われま

す。そのような中，配属後の最初の仕事として，気候登熟量示

数を利用したわが国の水稲のポテンシャル収量の将来予測を，

新人研修でもお世話になった元室長の林陽生氏のアドバイス

の下で取り組むこととなりました。気候登熟量示数はかなり以前

に提唱された概念で，出穂期以降 40 日間を登熟期間として単
位日照時間当たりの水稲収量（登熟量）は同期間の気温に依

存し，21.4℃で最大値を示す凸型 2 次曲線で表せるというもの
です。この考え方を取り入れ，日照時間の代わりに日射量を使

用し，清野氏が開発した「アメダスメッシュ化データ」と農林水産

省の作柄表示地帯別水稲統計資料を用いて再解析し，簡易な

がら水稲ポテンシャル収量予測モデルを作成しました。これを

使用し，温室効果ガス排出シナリオ IS92aに基づく 4種のGCM
を入力値として，温暖化により可能移植日が早まる効果と生育

期間が短縮する効果を考慮し収量が最多になる最適移植日の

分布を推定しました。その結果，最適移植日が現在より早期化

するか晩期化するかは地域により異なる，最適な移植日を選択

した場合でも全国平均収量は約 10%減少するということが示さ
れました（林ら，2001）。これらの結果は，その後国や自治体の
資料に水稲温暖化影響の代表的成果として掲載された他，テ

レビや雑誌等のメディアで紹介されることもありました。このこと

は研究のモチベーションを大いに高めることになりましたが，同

時に行った研究の成果を公表することに対する社会的責任の

大きさを強く感じることにもなりました。

3. 広域水循環のモデル化

気候登熟量示数による水稲ポテンシャル収量推定への取り

組みが一段落し，メッシュ気象データを活用した気候資源評価

の新たな展開を模索していた頃，GEWEX や GAME といった

広域水循環に関連する国際プロジェクトの様々な成果を目にす

るに従い，大陸スケールの水循環と農業水利用のシミュレー

ションに興味を持つようになりました。特に，東京大学の沖大幹

先生の，グリッド標高値から作成した河道網で広域水循環が再

現できるツールである“TRIP”に感銘を受けておりました。また，
農環研の独法化による組織改編で所属が地球環境部となった

こともあり，海外を対象とした研究が非常にやり易かった時期で
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もありました。新生の気候資源ユニットリーダー鳥谷氏からの強

い後押しもあり，農業水利用を考慮したユーラシア大陸東部の

水循環モデルの開発に取り組んでみようと思い至りました。水循

環を再現するための陸面過程のモデル化は私には敷居が高い

ものでしたが，その頃手にした FAO Irrigation and drainage paper 
56（いわゆる FAO56）にはモデル化に必要な地表面水収支過
程や作物水需要に関する情報が広範かつ簡潔明瞭に記述さ

れており，これをベースにモデル構築を始めてみることにしまし

た。モデルスキームは，可能な限り実態をイメージできるようにと

の考えで，最終的にグリッドベースではなく小流域ポリゴンと河

道ラインデータの組み合わせで構築することとしました。この研

究を進める上で幸運だったことは，大気陸面プロセスのスペ

シャリストである桑形恒男氏が東北農研から異動して来られたこ

とで，モデル構築から解析方法，論文化に至るまで強力なサ

ポートを得ることができました。また，JIRCAS から異動して来ら
れた大野宏之氏も広域熱水収支に造詣が深く，多くの有用な

助言を頂くことができました。試行錯誤を繰り返し，ようやくアジ

アの全河道に“水が流れた”時には大きな達成感と喜びを覚え

ました。また，実測の河川流量を用いてモデル出力値を検証し

たところ，世界で標準的に使用されている既存の陸面モデルと

比較しても遜色のない結果が得られたことに嬉しさが込み上げ

てきたものでした。しかし，ここから論文化までの道のりが長く，

数々のリジェクトを経て内容を練り直し，最終的に受理されたの

は 2007年でした（Ishigooka et al., 2008）。なお，この論文は，誠
に幸いなことに，国際水田・水環境工学会論文賞（沢田賞）を

頂くことができました。この研究成果は他の関連する成果と合わ

せて，博士論文として取りまとめることができました。学位取得の

際，ご指導いただきました主査の北海道大学浦野慎一先生，ま

た貴重なアドバイスをいただきました副査の先生方に，この場を

借りて改めてお礼申し上げます。この広域水循環関連の研究

成果は今回の受賞対象研究に直接関係するものではありませ

んが，研究を進める過程で習得できた，大容量データのハンド

リングやGISソフトを利用した空間解析，計算結果のマップ画像
としての大量出力に関する技術は，それに続く影響評価研究の

基盤となったことは確かであると思われます。また，関連する各

種研究集会に参加することで，気候変動分野における国内外

の多くの先駆的な研究者の方々と面識を得たことは，その後の

研究人生における大きな財産となりました。

4. 日本のコメ生産への温暖化影響

2010 年度より環境省推進費 S8 プロジェクト（温暖化影響評
価・適応政策に関する総合的研究）が開始されるとのことで，先

行する S4 プロで農業関係課題を取りまとめておられた横沢正
幸氏より，次期の S8 プロは農業サブ課題の代表を担当してみ
ないかとのお勧めを受け，再び日本の水稲を対象とした気候変

動影響に取り組むことになりました。以後，農環研の長谷川利

拡氏，桑形恒男氏，西森基貴氏，そして私を中心メンバーとし

て，現在に至るまで継続的にこの課題に取り組むことになります。

S8 プロジェクトは温暖化影響のみならず適応策の効果の評価
まで実施することが求められておりました。そのため，水稲課題

においても栽培の実態を考慮した収量予測と，温暖化影響を

軽減するための具体的で現実的な適応策を取り入れた場合の

効果まで評価することが必要と考え，影響予測モデルとしては

品種や作型といった栽培条件に基づく推定が可能なプロセス

モデルを導入できないかと考えました。それまで，モデルの実

行に必要な栽培条件関連情報を広域で面的に得ることが困難

であることから，広域影響評価には統計モデルが利用されるこ

とが一般的でした。しかしながら，精密な地理情報の整備や統

計情報の蓄積により，少なくとも国内の水稲影響予測のための

プロセスモデルの稼働は十分に可能な状況になっていると思わ

れました。懸案となっていた影響予測に使用するモデルとして，

長谷川氏を中心に開発されていた水稲生育収量予測モデル

（H/Hモデル：Hasegawa and Horie, 1997; Yoshida et al., 2015）
を使用させていただけたことは大変有難いことでした。このモデ

ルは当時国内で栽培されていた水稲主要 15 品種に対応して
おり，地域毎の品種や作型の実態を反映した生育収量予測が

可能となりました。光合成産物生成過程として，FvCB 光合成モ

デルと Ball-Berry 型気孔コンダクタンスモデルの組み合わせに
より CO2 増収効果の算定が可能であることも，温暖化影響予測

モデルとして優位性がありました。また，ポスドクとして在籍して

いた福井眞氏（現水産資源研究所）の尽力により客観性の高い

手法で改めて主要 15 品種の発育パラメータが最適化され
（Fukui et al., 2015），モデルの全国への適用が可能になりまし
た。

当初は影響評価の対象として収量のみを考えておりましたが，

既に知られているように，近年の高温傾向により白未熟粒の増

加に代表される外観品質の低下が顕在化しておりました。特に

S8プロが始まった 2010年は夏季の平均気温としては観測史上
最高となり，各地で一等米比率の低下が顕著に現れ，品質面

での高温障害の重要性が再認識されました。そのため，温暖化

影響評価としては対象が収量のみでは不十分で，品質も評価

対象として考慮する必要があると考えました。しかし，外観品質

を表す指標となる一等米比率と気象の関係は，品種や栽培管

理の方法等により異なることから，全国一律に算定することは困

難でした。そのため，先行して実施した近年の夏季の高温出現

と水稲品質への影響に関する解析では，高温による外観品質

低下の主要因である白未熟粒が登熟期前半の平均気温が

26℃を超過すると発生しやすくなるという知見に基づき，日平均
気温 26℃を閾値として出穂後 20 日間の積算気温（以下，
HD_m26）を高温による品質低下のリスクを表す指標として導入
しました（Ishigooka et al., 2011）。そこで今回も，この HD_m26を
高温による品質低下リスク指標として採用することとしました。

10km 空間解像度で整備した複数の気候シナリオにより今世紀

末までのシミュレーションを行った結果，現行の移植日の場合

には全国の生産量は概ね増加傾向である一方で，品質低下リ

スクの高い生産物の割合が温度上昇に伴い顕著に増加するこ

と，生産量を維持し品質の低下を回避するための適応策として

移植日の移動を考えた場合，気候シナリオにより最適移植日が

早期化する地域と晩期化する場合があること，移植日移動の効

果が顕著に現れる地域とそうでない地域が混在することなどが

判明しました（Ishigooka et al., 2017）。この研究成果は，日本の
主食であるコメの生産量と品質の低下を防ぐ適応策を示してお

り，今後の日本の農業の指針の一つとなるものであることから社
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もありました。新生の気候資源ユニットリーダー鳥谷氏からの強

い後押しもあり，農業水利用を考慮したユーラシア大陸東部の

水循環モデルの開発に取り組んでみようと思い至りました。水循

環を再現するための陸面過程のモデル化は私には敷居が高い

ものでしたが，その頃手にした FAO Irrigation and drainage paper 
56（いわゆる FAO56）にはモデル化に必要な地表面水収支過
程や作物水需要に関する情報が広範かつ簡潔明瞭に記述さ

れており，これをベースにモデル構築を始めてみることにしまし

た。モデルスキームは，可能な限り実態をイメージできるようにと

の考えで，最終的にグリッドベースではなく小流域ポリゴンと河

道ラインデータの組み合わせで構築することとしました。この研

究を進める上で幸運だったことは，大気陸面プロセスのスペ

シャリストである桑形恒男氏が東北農研から異動して来られたこ

とで，モデル構築から解析方法，論文化に至るまで強力なサ

ポートを得ることができました。また，JIRCAS から異動して来ら
れた大野宏之氏も広域熱水収支に造詣が深く，多くの有用な

助言を頂くことができました。試行錯誤を繰り返し，ようやくアジ

アの全河道に“水が流れた”時には大きな達成感と喜びを覚え

ました。また，実測の河川流量を用いてモデル出力値を検証し

たところ，世界で標準的に使用されている既存の陸面モデルと

比較しても遜色のない結果が得られたことに嬉しさが込み上げ

てきたものでした。しかし，ここから論文化までの道のりが長く，

数々のリジェクトを経て内容を練り直し，最終的に受理されたの

は 2007年でした（Ishigooka et al., 2008）。なお，この論文は，誠
に幸いなことに，国際水田・水環境工学会論文賞（沢田賞）を

頂くことができました。この研究成果は他の関連する成果と合わ

せて，博士論文として取りまとめることができました。学位取得の

際，ご指導いただきました主査の北海道大学浦野慎一先生，ま

た貴重なアドバイスをいただきました副査の先生方に，この場を

借りて改めてお礼申し上げます。この広域水循環関連の研究

成果は今回の受賞対象研究に直接関係するものではありませ

んが，研究を進める過程で習得できた，大容量データのハンド

リングやGISソフトを利用した空間解析，計算結果のマップ画像
としての大量出力に関する技術は，それに続く影響評価研究の

基盤となったことは確かであると思われます。また，関連する各

種研究集会に参加することで，気候変動分野における国内外

の多くの先駆的な研究者の方々と面識を得たことは，その後の

研究人生における大きな財産となりました。

4. 日本のコメ生産への温暖化影響

2010 年度より環境省推進費 S8 プロジェクト（温暖化影響評
価・適応政策に関する総合的研究）が開始されるとのことで，先

行する S4 プロで農業関係課題を取りまとめておられた横沢正
幸氏より，次期の S8 プロは農業サブ課題の代表を担当してみ
ないかとのお勧めを受け，再び日本の水稲を対象とした気候変

動影響に取り組むことになりました。以後，農環研の長谷川利

拡氏，桑形恒男氏，西森基貴氏，そして私を中心メンバーとし

て，現在に至るまで継続的にこの課題に取り組むことになります。

S8 プロジェクトは温暖化影響のみならず適応策の効果の評価
まで実施することが求められておりました。そのため，水稲課題

においても栽培の実態を考慮した収量予測と，温暖化影響を

軽減するための具体的で現実的な適応策を取り入れた場合の

効果まで評価することが必要と考え，影響予測モデルとしては

品種や作型といった栽培条件に基づく推定が可能なプロセス

モデルを導入できないかと考えました。それまで，モデルの実

行に必要な栽培条件関連情報を広域で面的に得ることが困難

であることから，広域影響評価には統計モデルが利用されるこ

とが一般的でした。しかしながら，精密な地理情報の整備や統

計情報の蓄積により，少なくとも国内の水稲影響予測のための

プロセスモデルの稼働は十分に可能な状況になっていると思わ

れました。懸案となっていた影響予測に使用するモデルとして，

長谷川氏を中心に開発されていた水稲生育収量予測モデル

（H/Hモデル：Hasegawa and Horie, 1997; Yoshida et al., 2015）
を使用させていただけたことは大変有難いことでした。このモデ

ルは当時国内で栽培されていた水稲主要 15 品種に対応して
おり，地域毎の品種や作型の実態を反映した生育収量予測が

可能となりました。光合成産物生成過程として，FvCB 光合成モ

デルと Ball-Berry 型気孔コンダクタンスモデルの組み合わせに
より CO2 増収効果の算定が可能であることも，温暖化影響予測

モデルとして優位性がありました。また，ポスドクとして在籍して

いた福井眞氏（現水産資源研究所）の尽力により客観性の高い

手法で改めて主要 15 品種の発育パラメータが最適化され
（Fukui et al., 2015），モデルの全国への適用が可能になりまし
た。

当初は影響評価の対象として収量のみを考えておりましたが，

既に知られているように，近年の高温傾向により白未熟粒の増

加に代表される外観品質の低下が顕在化しておりました。特に

S8プロが始まった 2010年は夏季の平均気温としては観測史上
最高となり，各地で一等米比率の低下が顕著に現れ，品質面

での高温障害の重要性が再認識されました。そのため，温暖化

影響評価としては対象が収量のみでは不十分で，品質も評価

対象として考慮する必要があると考えました。しかし，外観品質

を表す指標となる一等米比率と気象の関係は，品種や栽培管

理の方法等により異なることから，全国一律に算定することは困

難でした。そのため，先行して実施した近年の夏季の高温出現

と水稲品質への影響に関する解析では，高温による外観品質

低下の主要因である白未熟粒が登熟期前半の平均気温が

26℃を超過すると発生しやすくなるという知見に基づき，日平均
気温 26℃を閾値として出穂後 20 日間の積算気温（以下，
HD_m26）を高温による品質低下のリスクを表す指標として導入
しました（Ishigooka et al., 2011）。そこで今回も，この HD_m26を
高温による品質低下リスク指標として採用することとしました。

10km 空間解像度で整備した複数の気候シナリオにより今世紀

末までのシミュレーションを行った結果，現行の移植日の場合

には全国の生産量は概ね増加傾向である一方で，品質低下リ

スクの高い生産物の割合が温度上昇に伴い顕著に増加するこ

と，生産量を維持し品質の低下を回避するための適応策として

移植日の移動を考えた場合，気候シナリオにより最適移植日が

早期化する地域と晩期化する場合があること，移植日移動の効

果が顕著に現れる地域とそうでない地域が混在することなどが

判明しました（Ishigooka et al., 2017）。この研究成果は，日本の
主食であるコメの生産量と品質の低下を防ぐ適応策を示してお

り，今後の日本の農業の指針の一つとなるものであることから社

会に与えるインパクトも大きいと評価され，2018 年度日本農業
気象学会論文賞を頂くことができました。

S8 プロの後は，同様に日本全国を対象とした温暖化影響に
関係する後継のプロジェクトへ幸いにも参画することができ，こ

の課題に継続的に取り組み内容を発展させることができました。

気候変動適応技術社会実装プログラム（SI-CAT：文部科学省）
とそれに続く地域適応コンソーシアム事業（環境省，農林水産

省，国土交通省）では，研究成果の地域レベルでの具体的な

適応策の立案実施への貢献が目標として掲げられておりました。

この目的に対応するために影響予測計算の空間解像度が既往

の 10km で十分かどうかを，先ず検討する必要がありました。そ

のため，2 種の異なるメッシュサイズ（1km，10km）の入力データ
を使用して，H/H モデルにより全国を対象とした水稲収量の計

算を行い，それぞれのメッシュサイズによる計算結果を，100m
メッシュを使用して算出した結果と比較し，地域ごとに適正な

メッシュサイズについて検討しました。その結果，10km メッシュ

サイズでは甲信地方のような地形が複雑な地域では低温バイア

スによる影響が見られましたが，1km サイズでは明確な影響は

見られませんでした。これは，水田は低標高地域に立地するこ

とが多く水田とメッシュに標高差が生じることが原因であり，適切

な影響評価を行うためには地域によっては 1kmのサイズは必要
であることを定量的に示すことができました（Ishigooka et al.,
2020）。2018 年に施行された「気候変動適応法」では，地方自
治体においても地域気候変動適応計画を策定し気候変動へ適

応を推進することが努力義務とされております。このニーズに対

応できるよう，以後入力気象値のメッシュサイズ 1km を基本とす
ることとしました。これにより計算量は約 100 倍に増大してしまい
ましたが，影響評価結果の地域スケールでの精密な空間分布

が得られるようになったことで自治体からのニーズが高まり，長

野県，茨城県，香川県といった自治体との連携協力の下で研

究を進められる機会が得られました。

2020 年に始まり現在進行中の環境省推進費 S18 プロジェク
ト（気候変動影響予測・適応評価の総合的研究）では，気候変

動適応法に基づき国や自治体による適応への取り組みの支援

のため，最新の影響・適応に関する情報を創出することが目標

として明文化されております。そのため，品質に関する指標をよ

り具体的な情報として発信できるようにする必要があると考えま

した。そこで，西森氏が中心となり HD_m26 と水稲外観品質に
関する調査データから統計的に導き出された白未熟粒率推定

モデル（西森ら，2020）を導入し，品質の指標として白未熟粒率
を使用することとしました。他方，将来想定される栽培環境にお

ける作物の応答特性を解明するための様々な環境制御実験が

実施されており，水稲の栽培環境への生理応答に関する新た

な知見が得られています。1998 年から 2018 年まで岩手県と茨
城県の 2 か所で実施された開放系大気 CO2増加（FACE）実験
では，CO2 による水稲の増収効果は高温により減衰するという

増収効果の温度依存性（Hasegawa et al., 2016）や，高 CO2 で

白未熟粒の発生率が増加する効果（Usui et al., 2014; 2016;
Hasegawa et al., 2019）といった新知見が得られています。このよ
うな高温・高 CO2 複合影響が考慮されていない従来の影響予

測モデルで予測した結果は，楽観的である可能性が示唆され

ました。そこで，実際に実験と解析を実施された長谷川氏と臼

井靖浩氏（現中日本農研）の助言を得て，FACE 実験で得られ

たこれらの知見を組み込み，従来モデルを改良しました。この

最新の影響予測モデルにより，全国 1km メッシュでの気候変動
下における水稲収量と品質の再評価を行いました。予測の結

果は，収量，品質とも，従来の予測よりも負の影響が強く示され

ました。特に収量については，発育期間の短縮や不稔の増加と

いった高温による減収効果に対し，高 CO2による増収効果によ

る補填が高温条件では期待できなくなるため，従来のモデルで

は増収とされた地域でも新たなモデルでは減収になる場合が

顕著に見られました。以上の高温・高CO2複合影響の組み込み

によるモデルの改良とその効果について取りまとめた論文

（Ishigooka et al., 2021）は IPCC第 6次評価報告書第２作業部
会報告書にも引用され，また西森氏の主導でプレスリリースを

行い，メディアを通じて多くの方に情報をお届けすることができ

たかと思われます。

5. おわりに

長きにわたり PC での作業に終始する研究に取り組んで参り
ましたが，このような研究は現場で汗を流し土にまみれ現象解

明に取り組んでおられる方々からは厳しいご意見をいただくこと

も少なくありませんでした。多くはインターネットを通じて（労せず

して）入手できる膨大な容量の気象データはモデル入力値とし

て適切であるか，あるいはモデルで表現される個々のプロセス

が現場の実態と乖離していないか等々に細心の注意を払うこと

は，発信する成果の信頼性に関わるため大変重要と考えており

ます。他方，気候変動適応法の施行により，温暖化影響評価研

究への社会的ニーズが大きく高まりました。適応法では，概ね 5
年毎の影響評価のアップデートとそれを勘案した適応計画の改

定が求められています。研究サイドの対応としましては，栽培試

験による作物の環境応答に関する新知見の蓄積と，それが反

映された改良モデルによる信頼度の高い影響評価結果の提示

のサイクルを概ね 5 年周期で繰り返すことが求められます（影響
評価結果の“賞味期限”は 5 年ということになるでしょうか）。農業
気象学への期待とニーズが益々高まることは確実と思われます。

今回の受賞は誠に光栄であるとともに，大変身の引き締まる

思いです。社会のニーズに応えられる情報を発信できる研究を

続けられるよう，今後とも精進してまいりたいと思います。改めて，

農環研に配属されて以来お世話になりました全ての先輩，同僚

の皆様，北海道大学在学中にお世話になりました先生方，先

輩方，同級生や後輩の皆様に心よりお礼申し上げます。また，

現所属の北海道農業研究センターの皆様には，農環研での仕

事の取りまとめや継続しての取り組みにご理解いただいた上に，

適切な助言を頂くなど多大なご支援を頂きました。この場を借り

て深謝いたします。
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